
ほけんだより 8月 社会福祉法人杏樹会
あゆみ保育園

連日、体温を超える暑さが続いています。最高気温４０℃は命に係わる危険な暑さです。気象庁等が発表する

気温は地面から1.5Mの高さでの測定値です。地表面はさらに気温が高く、コンクリートからの照り返しもあり、

地表面に近い位置にいる子どもたちは大きく影響を受けています。

身体は脳や心臓などの臓器を守るために体温を37.0℃程度に保つよう体温調整を

行っています。気温が体温を上回ってしまうと体温調整ができなくなり熱中症と

なってしまいます。命を守る行動が必須です。

体調を崩す子が増えています
暑さによって体力・免疫力の低下が起こり、体調を

崩す子が増えています。高熱、下痢が多いです。

楽しいイベントが多い時期ですが、体調を見ながら予

定を変更することも想定して過ごしましょう。

食事量の低下、睡眠が浅いなどの様子があると、

あっという間に体調を崩して

しまいます。

いつもと違う様子があれば、

職員にお伝えください。

身体測定についてのお知らせ
７月より、洋服を着たままでの測定を始めました。

体重の値は、その日に着用している服の重さも入ってい

ますので、ご承知おきください。

昨年より、子どもたちには『自分の身体を大切にしよ

う』とお話をしています。自分の身体、お友だちの身体

に興味を持つ時期です。子どもたちの

興味関心受け止めながら、自分で自分の

身体を守る方法も伝え始めています。
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